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大会名 〔 〕平成27年度全国中学校体育大会

第37回　全国中学校軟式野球大会
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明石　烈士
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  紫雲中・小林、東光中・木村の両先発で始まった２回戦。試合は序盤から紫雲中が流れをつかんだ。２回の表、紫
雲中は５番土田が安打で出塁すると、次打者の明石龍の初球にすかさず盗塁を決め無死二塁とする。その直後、送り
バントが守備の乱れを誘い先制。さらに１番森本に適時打が出て２点をリードした。その後も紫雲中は、追加点こそ
奪えなかったが、たびたび好機を作り相手に主導権を渡さなかった。先発の小林は序盤は制球に苦しむ場面も見られ
たが、尻上がりに調子を上げ、相手打線を完封した。
  一方、東光中は５回まで紫雲中・小林に無安打に抑えられていたが、６回、３番木村、４番谷内の連打で無死１・
２塁と攻めるも後続が続かず無得点に終わった。先発の木村は再三のピンチも粘り強い投球でしのぐなど十分に持ち
味を発揮したが、一歩及ばなかった。

【紫雲中先制点】
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